
保健体育科（保健）学習指導案 

    

 

１ 単元 

健康な生活と疾病の予防② 喫煙の害と健康 

 

２ 単元の目標（評価規準） 

（１）知識・技能 

①健康は，主体と環境の相互 作用の下に成り立っていることを理解している。 

②疾病は，主体の要因と環 境の要因が関わり合って発生 することを理解している。 

（２）思考・判断・表現 

①健康の成り立ちについて、課題を発見し、その解決に向けて思考し判断しているとともにそれら

を表現している。 

②予防の仕方について思考し、グループでまとめて表現している。 

（３）主体的に学習に取り組む態度 

①健康の成り立ちについての学習に自主的に取り組もうとしている。 

②疾病の予防についての学習に積極的に取り組もうとしている。 

 

３ 単元の指導計画 

第１時 生活習慣病の起こり方 

第２時 生活習慣病の予防 

第３時 がんの予防 

第４時 喫煙の害と予防 

第５時 飲酒の害と健康 

第６時 薬物乱用の害と健康 

第７時 薬物乱用の社会的な影響 

第８時 喫煙・飲酒・薬物乱用の要因と適切な対処 

 

４ 本時の目標（評価基準） 

（１）知識・技能 

①喫煙の健康への害について学習カードに書き出している。 

（２）思考・判断・表現 

①タバコに含まれる有害物質について考えを深め、喫煙者に誘われた時の断る勇気や吸わない判断

ができる。 

②喫煙と健康について、習得した知識をもとに 

（３）主体的に学習に取り組む態度 

①発育発達期での影響を学習したうえで２０歳未満の喫煙者をなくすために周囲で２０歳未満の

喫煙者を見つけた時に注意できる力を養う。 

 

 

 

 



 

５ 本時の展開 

時間 学習内容・活動 指導上の留意点 ICT活用 評価の観点 

0 

 

 

5 

 

 

１.挨拶 

 

２．出欠確認 

 

３．本時の目標の確認 

 

４．ワークシートの配布 

〇欠席者の確認を行う。 

 

〇教科書、ノートを机の

上に用意させる。 

 

〇展開の部分の流れも説

明する。 

〇ワークシートを配布す

る。 

 

 

 

 

（１）① 

10 

 

 

 

５．発問を投げかけ、個人で

考える。 

発問①「喫煙をすることによ

ってどのような害が起こる

と思いますか？」 

 

６．隣の席の子と３０秒間意

見交換をする。 

 

 

 

 

７.グループワークを行う。

（出た意見を各班のホワイ

トボードに記入。） 

 

 

 

８.グループワークで出た意

見を発表する。 

 

９．喫煙によって引き起こる

健康被害について学ぶ。 

 

 

 

１０．未成年の喫煙はなぜダ

メなのかについて学ぶ。 

→予想される答え 

「早死にする」 

「肺が汚くなる。」 

 

 

 

〇先ほど考えた個人の意

見を出し合う。 

→「家族にも害を及ぼす」 

「生活習慣病になる」 

 

〇隣の人との意見交換で

出した意見をグループで

出し合い、まとめて記入

させる。または、黒板に書

きに来させる。 

 

 

 

 

〇教科書の内容に入って

いく。 

 

 

 

 

〇動画視聴し、気づいた

ことを発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提示 

 

 

 

 

 

 

動画視聴 

 



45 

 

 

 

 

 

50 

１１．本時のまとめ 

 

 

 

 

１２．挨拶 

〇学習カードに記入 

（喫煙の健康の害につい

て記入する。） 

振り返り  

 


